
上
越
市
で
は
、
「
合
併

後
の
地
域
分
権
自
治
の
取

組
に
つ
い
て
」、
及
び
「
公

文
書
管
理
に
つ
い
て
」
研

修
し
ま
し
た
。

上
越
市
は
、平
成

（
２

17

０
０
５
）
年
１
月
、

の
13

町
村
を
編
入
合
併
し
、
合

併
特
例
法
に
よ
る
地
域
自

治
区
の
制
度
を
、
全
国
初

め
て
導
入
し
ま
し
た
。

の
旧
町
村
と
、
昭
和

13
の
大
合
併
以
前
の

区
域

15

を
あ
わ
せ
、

地
域
自
治

28

区
が
あ
り
ま
す
。

各
地
域
自
治
区
に
は
、

地
域
協
議
会
と
事
務
局
を

置
き
、
委
員
（

～

人
）

12

20

は
公
募
公
選
制
で
す
。

協
議
会
は
、
概
ね
毎
月

１
回
開
催
さ
れ
、
自
主
的

に
選
ん
だ
テ
ー
マ
の
審
議

の
他
、
市
長
か
ら
の
諮
問

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、

意
見
書
を
市
長
に
提
出

し
、
市
長
の
判
断
に
よ
り

市
政
運
営
の
中
で
実
現
さ

れ
ま
す
。

鶴
岡
市
の
場
合
は
、
旧

町
村
に
地
域
振
興
懇
談
会

が
設
置
さ
れ
、
開
催
は
年

３
～
４
回
程
度
で
、
意
見

交
換
と
協
議
が
行
わ
れ
、

権
限
は
不
明
確
で
す
。

上
越
市
の
場
合
は
、
公

募
公
選
の
協
議
会
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
書
は
特
に
重

要
で
、「
地
域
分
権
自
治
」

が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
大
と
な
っ
た
合
併
市

の
中
で
、
各
地
域
の
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
な

ら
、
地
域
自
治
区
の
制
度

は
理
想
的
で
す
。

上
越
市
で
は
、
市
史
編

さ
ん
事
業
が
合
併
以
前
か

ら
行
わ
れ
、
収
集
し
た
歴

史
的
文
書
や
古
文
書
を
含

め
、
公
文
書
と
し
て
の
管

理
保
存
の
意
見
が
あ
り
、

公
文
書
準
備
室
が
平
成
17

年
４
月
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。公

文
書
セ
ン
タ
ー
を
平

成

年
６
月
、
清
里
区
総

23
合
事
務
所
に
オ
ー
プ
ン

し
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
櫛

池
小
学
校
も
活
用
し
、
櫛

池
書
庫
と
し
て
約
４
万
３

千
冊
の
公
文
書
を
保
存
し

て
い
ま
す
。

公
文
書
セ
ン
タ
ー
の
設

置
目
的
は
、
「
公
文
書
等

と
は
、
民
主
主
義
の
根
幹

を
支
え
る
市
民
共
有
の
知

的
資
源
で
あ
り
、
市
民
が

主
体
的
に
利
用
で
き
る
も

の
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の

適
切
な
保
存
、
管
理
、
利

用
、
記
録
遺
産
と
し
て
伝

承
し
、
「
将
来
の
市
民
に

市
政
を
説
明
す
る
責
務
を

果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
機

関
」
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
活
動
や
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
を
年
次
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

日
々
の
行
政
に
関
わ
る

現
用
文
書
に
つ
い
て
は
、

市
職
員
研
修
を
行
い
、
保

存
期
間
ご
と
の
ラ
ベ
ル
添

付
や
、
期
限
ご
と
の
書
庫

移
動
、
保
存
・
利
活
用
の

手
順
な
ど
を
徹
底
し
、
運

用
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

鶴
岡
市
で
は
、
「
公
文

書
管
理
条
例
」
を
令
和
２

年
３
月
制
定
し
ま
し
た

が
、
公
文
書
の
管
理
、
保

存
、
利
活
用
の
課
題
を
踏

ま
え
、「
公
文
書
館
設
置
」

な
ど
参
考
と
す
べ
き
も
の

で
す
。

（
写
真
・
上
越
市
公
文
書

セ
ン
タ
ー
前
で
）

ఀ
ܓ
౹
˹
Ơ
ϸ
౹
�
ࡶ

ڲ
Ǆ

▽

月

～

日
、

10

23

25

決
算
特
別
委
員
会
・

厚
生
環
境
分
科
会

で
、
令
和
４
年
度
事

業
の
う
ち
４
つ
の
テ

ー
マ
を
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
、

病
児
保
育
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

関

病
児
保
育
の
整
備
状
況
は
。

子
ど
も
生
育
支
援
課
長

病
児
・
病
後

児
・
体
調
不
良
児
の
事
業
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
計
画
を
県
で
集
計
し
、
令
和

４
年
度
の
べ
利
用
数
１
万
９
４
６
１
人

の
予
測
に
対
し
、
実
績
は
１
万
１
９
０

１
人
で
、事
業
所
数
は
増
加
し
て
い
る
。

関

鶴
岡
市
で
は
、
最
初
に
実
施
し
た

医
療
法
人
が
３
年
間
で
撤
退
し
、
現
在

新
た
な
２
事
業
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る

（
定
員
は
計
５
人
）。

市
は
「
採
算
性
と
保
育
士
・
看
護
師

確
保
に
苦
慮
し
、『
定
員
を
増
や
し
て
』

と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
」
と

し
て
い
る
。
運
営
を
市
町
村
の
計
画
に

任
せ
る
の
で
は
無
く
、
県
も
推
進
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

課
長

市
町
村
の
意
見
を
聞
い
て
、
政

府
へ
の
要
望
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

関

病
児
保
育
の
令
和
４
年
の
厚
労
省

の
委
託
事
業
調
査
で
、
１
０
２
５
市
町

村
６
６
９
施
設
か
ら
回
答
が
あ
り
、
赤

字
施
設
が

％
で
、
課
題
も
示
さ
れ
て

64

い
る
。
県
と
し
て
の
積
極
的
な
支
援
策

を
求
め
る
。

▽
子
ど
も
が
病
気
の
時
は
、
親
が
必
要

な
日
数
を
休
め
る
社
会
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
現
状
の
中

で
、働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る
た
め
に
、

整
備
・
拡
充
は
切
実
な
課
題
で
す
。

不
採
算
の
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
政
府
が
病
児
保
育
の
補
助
金
を

抜
本
的
に
拡
充
し
、
県
・
市
町
村
の
努

力
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

黒
部
市
で
は
、
下
水
道

の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
活
用
施
設
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
下
水
道

汚
泥
と
食
品
残
渣
を
活
用

し
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

循
環
利
用
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
処
理

さ
れ
た
下
水
道
汚
泥
は
こ

れ
ま
で
、
セ
メ
ン
ト
原
料

や
産
業
廃
棄
物
埋
め
立
て

処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
下
水
道
汚
泥
に
、

コ
ー
ヒ
ー
粕
を
混
ぜ
て
メ

タ
ン
発
酵
さ
せ
、
発
生
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
を
熱
源

に
、
（
２
面
に
つ
づ
く
）
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新つるおかＨＰ

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
（
菅
井
巌
団
長
）
は
、

月
10

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
新
潟
県
上
越
市
、
富
山

17

19

県
黒
部
市
、
石
川
県
輪
島
市
の
行
政
視
察
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

合
併
後
の
地
域
分
権
「
地
域
自
治
区
」

下
水
道
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用



輪
島
市
で
は
、
防
災
組

織
と
防
災
士
の
育
成
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

震
度
６
強
を
観
測
し
た

平
成

年
３
月

日
の
能

19

25

登
半
島
地
震
を
機
に
、
平

成

年
度
か
ら
防
災
士
の

20
育
成
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。平

成

年
度
以
降
、
令

20

和
５
年
４
月
ま
で
、
防
災

士
の
養
成
者
数
は
８
６
５

人
で
県
内
３
番
目
に
多

く
、
そ
の
う
ち
女
性
防
災

士
は
２
２
２
人
で

・
25

66

％
を
占
め
、
こ
ち
ら
も
県

内
３
位
の
達
成
率
で
す
。

ま
た
、
学
生
の
防
災
士

が

人
で
９
・
６
％
い
る

83
の
も
特
徴
で
す
。

防
災
士
の
活
動
は
、
市

の
総
合
防
災
訓
練
等
に
参

加
し
、
地
区
訓
練
で
は
リ

ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
い

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
世

帯
組
織
率
が

・

％
、

77

22

う
ち
防
災
士
が
配
置
さ
れ

て
い
る
町
内
会
は

・
92

45

％
と
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。自

主
防
災
活
動
へ
の
市

の
支
援
は
、
事
業
の
全
額

を
補
助
し
ま
す
（
限
度
額

は
世
帯
数
に
応
じ
５
～
８

万
円
）
。
防
災
資
機
材
倉

庫
の
新
設
は
、
事
業
費
の

３
／
４
で
限
度
額

万
円

50

で
す
。

災
害
発
生
時
は
、
男
女

を
問
わ
ず
防
災
リ
ー
ダ
ー

が
必
要
に
な
り
、
鶴
岡
市

で
も
防
災
士
や
女
性
防
災

士
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

（
写
真
・
輪
島
市
役
所
）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月26日入札分

・市勤労者会館屋上防水シート改修工事（泉町8番57号）（入札8業者うち1業者辞退）
(有)庄司塗装 5,100,000円（5,250,000円）工期～6/3/22（落札率97.14％）
・大山児童館階段設置工事
不調

・市立朝暘第五小学校改築ユニット工事（切添町15番4号）（入札11業者うち6業者辞退）
(株)佐藤工務 125,300,000円（126,600,000円）工期～6/7/26（落札率98.97％）

10月19日入札分
・市立図書館本館エレベーター更新工事（家中新町14番7号）（入札6者うち5業者辞退）
三菱電機ビルソリューションズ(株)北日本支社

19,000,000円（19,070,000円）工期～6/3/19（落札率99.63％）
・栄ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ研修室ＬＥＤ化工事（播磨字若松95-1）（入札6業者）
大同電気(株) 1,300,000円（1,590,000円）工期～11/24（落札率81.76％）
・市朝日庁舎・消防署朝日分署改築電気設備工事（下名川字落合1番地ほか）（入札5企業体）
渡会・新興・トラスト特定建設工事共同企業体 代表者 (株)渡会電気土木

267,000,000円（280,400,000円）工期～7/3/10（落札率95.22％）
・市朝日庁舎・消防署朝日分署改築機械設備工事（下名川字落合1番地ほか）（入札3企業体）
青山工管・三和メイテック特定建設工事共同企業体 代表者 青山工管(株)

308,000,000円（309,600,000円）工期～7/3/10（落札率99.48％）
・市朝日庁舎・消防署朝日分署改築工事（下名川字落合1番地ほか）（入札5企業体）
菅原建設・伊藤組・十和建設特定建設工事共同企業体 代表者 菅原建設(株)

678,000,000円（679,300,000円）工期～7/3/10（落札率99.81％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月25日入札分

・市集落排水事業 田川地区管路施設清水42～45号路面復旧工事（上清水ほか地内）(入札4
業者うち2業者辞退)
鶴岡建設(株) 21,800,000円（22,040,000）工期～6/1/19（余裕期間設定工事）（落札率98.
91％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月25日入札分

・大塚町地内径100粍配水管移設工事（大塚町地内）(入札6業者）
松田工業(株) 16,100,000円（16,460,000円）工期～6/3/29（落札率97.81％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

処
理
後
の
汚
泥
を
乾
燥
さ

せ
て
燃
料
や
肥
料
に
リ
サ

イ
ク
ル
し
ま
す
。

さ
ら
に
発
電
に
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
ガ
ス
の
発
生
量

は
年
間
１
０
０
万

、
灯

m3

油
に
し
て
ド
ラ
ム
缶
約
３

０
０
０
本
に
相
当
し
ま

す
。浄

化
セ
ン
タ
ー
で
使
用

す
る
電
気
代
の

～

％

50

80

カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
粕
は
、
隣
接

す
る
入
善
町
に
あ
る
ア
サ

ヒ
飲
料
よ
り
年
間
約
１
９

０
０
㌧
を
受
け
入
れ
し
て

い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
粕
の
バ
イ
オ

ガ
ス
発
生
量
は
、
下
水
汚

泥
の
約

倍
も
あ
る
と
の

10

こ
と
で
、
今
ま
で
産
業
廃

棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て

い
た
コ
ー
ヒ
ー
粕
が
貴
重

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

に
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
利

用
し
た
足
湯
「
ば
い
お〜

ゆ
」
が
あ
り
、
年
間
約
６

０
０
０
人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

黒
部
市
で
は
、
家
庭
へ

の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
※
設
置

を
積
極
的
に
行
い
、
１
基

に
つ
き
３
万
円
（
但
し
設

置
費
用
の
１
／
２
内
を
限

度
）
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。令

和

年
ま
で
２
０
０

10

０
基
の
設
置
を
目
標
と
し

て
、
４
年
度
で
約
１
３
０

０
基
が
一
般
家
庭
の
台
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
３
回
鶴
岡
ま
る
っ
と

地
域
医
療
～
鶴
岡
地
域
医

療
市
民
勉
強
会
が

日
、

26

に
こ
ふ
る
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
鶴
岡
協
立
病
院
」
を

２
削
減
、
化
石
燃
料
か
ら

の
脱
却
に
活
用
さ
れ
て
い

る
事
例
と
し
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

※
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
と
は
、

キ
ッ
チ
ン
の
シ
ン
ク
下
に

設
置
さ
れ
る
生
ご
み
処
理

機
で
、
回
転
す
る
刃
物
が

浄
化
セ
ン
タ
ー

は
、
従
来
迷
惑
施
設

と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
で
は
、
発

生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
様
々
な

取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。

今
ま
で
た
だ
捨
て

て
い
た
も
の
が
Ｃ
Ｏ

ま
る
っ
と
学
ぼ
う
と

題
し
、
院
長
の
堀
内

隆
三
先
生
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

協
立
病
院
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
に
お
け

る
拠
点
と
し
て
の
ハ

ブ
機
能
を
果
た
し
て

い
る
、
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

生
ご
み
を
粉
砕
し
て
下
水

道
に
流
す
設
備
で
す
。
三

角
コ
ー
ナ
ー
が
不
要
に
な

り
、
虫
の
発
生
な
ど
も
防

ぎ
ま
す
。

（
写
真
・
黒
部
市
下
水
道

の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
活
用
施
設
、
足
湯
）

防
災
組
織
と
防
災
士
の
育
成


